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1997.9.27 
新郎小松 博利さん（嘉 瀬） 

新婦今 美由紀さん（喜良市） 

★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中
央
公
民

館
に
ご
相
談
下
さ
い
。
す
べ
て
事
務
局
が
手
配
い
た
し
ま
す
。
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ま
た
、
お
二
人
の
お
名
前
と
結
婚
記
念
日
を
刺
し
ゆ
う
し
た
豪
華
桐

箱
入
ア
ル
バ
ム
の
記
念
品
等
々
た
く
さ
ん
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
 

瓦4PPy Wedding 

この度めでたく「かなぎ公民館プライダル」 （企画・進行＝一事務局「金 

木町中央公民館」）によりカップルとなられた方々をご紹介いたします。 

九
月
二
十
日
、
芦
野
公
園
内
特

設

コ
ー
ス
で
走
れ
メ
ロ
ス
駅
伝
競

走
大
会
が
行
わ
れ
、
ち
び
っ

こ
ラ

ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
 

太
宰
文
学
碑
前
で
行
わ
れ

た
開

会
式
で
、
成
田
教
育
長
が
「
太
宰

の
小
説
 
『走
れ
メ
ロ
ス
』
 
のメ
ロ

ス
の
よ
う
に
、
友
だ
ち
を
大
事
に

し
、
ど
ん
な
苦
労
に
も
耐
え
る

よ

う
頑
張
っ

て
下
さ
い
」
と
激
励
し

た
後
、
選
手
を
代
表
し

て
嘉
瀬
小

学
校
六
年
の
津
田
沙
織
さ
ん
が
、
 

「
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
十
二
分

に
発
揮
し
、
最
後
ま
で
走
り
ぬ
き

ま
す
」
と
選
手
宣
誓
を
し

ま
し
た
。
 

今
年
で
三
回
目
を
迎
え
た
駅
伝

大
会
は
、
作
家
太
宰
治

の
後
世
に

残
さ
れ
た
恩
徳
を
し
の
び
、
健
康

増
進
に
努
め
、
太
宰
文
学

に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
う
た
め

に
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
町
内
の
各
小
学
校

か
ら
選
抜
さ
れ
た
八
チ
ー
ム
四
十

八
人
の
児
童
が
六
人
で
チ
ー
ム
を

つ
く
り
、
太
宰
文
学
碑
前
を
発
着

点
に
一
周

一
、
〇
一
一〇

m
の
コ

ー
 

ス
で
タ
ス
ギ
を
引
き
継
ぎ

な
が
ら

走
り
、
家
族
や
仲
間
か
ら
「
頑
張

れ
、
頑
張
れ
」
の
声
援
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
。
 
 

総
 
合
 
順
 
位
 

①
川
倉
小
A
チ
ー
ム

（
中
谷
泰
成
、
 

其
田
和
可
菜
、

工
藤
和
紀
、
泉
谷

由
李
香
、
荒
井
達
哉
、
浅
利
麻
衣
）
 

2
3分
3
7秒

（
大
会
新
記
録
）
 

②
嘉
瀬
小
A
チ
ー
ム
 

2
3分
5
1秒

③
金
木
小
A
チ
ー
ム
 

2
4分
2
9秒

区
 
間
 
賞
 

一
区
 
内
海
 
建
太
（
金
木
小
B
)
 

4
分
1
秒

二
区
 
原
田
 
舞
（

嘉
瀬
小

B
)
 

4
分
2
8秒

三
区
 
工
藤
 
和
紀
（
川
倉
小

A
)
 

3
分
3
5秒

四
区
 
飯
塚
 
緑

（嘉
瀬
小
A
)
 

3
分
4
1秒

五
区
 
山
田
 
亮
太

（
金木
小
A
)
 

3
分
2
7秒

六
区
 
浅
利
 
麻
衣
（
川
倉
小
A
)
 

3
分
4
8秒

区
 
問
 
新
 

四
区
 
飯
塚
 
緑

（
嘉
瀬
小
A
)
 

3
分
4
1秒

四
区
 
泉
谷
由
李
香
（
川
倉
小
A
)
 

3
分
5
3秒

五
区
 
山
田
 
亮
太

（
金
木
小
A
)
 

3
分
2
7秒

五
区
 
棟
方
 
裕
也

（川
倉
小
A
)
 

3
分
2
8秒

六
区
 
浅
利
 
麻
衣
（
川
倉
小
A
)
 

3
分
4
8秒
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第3回走れメロス駅伝大会 

友情の紳をタスキに込めて走る選手 
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川
倉
小
学
校

（
校長
廿
工
藤
俊

治
）
で
九
月
二
十
日
、
祖
父
母
参

観
日
が
行
わ
れ
三
十
人
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
出
席

し
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
身
近
に
い
る
大
切

な
人
の
よ
さ
を
再
認
識
し
、
感
謝

し
て
ほ
し
い
と
行
っ
た
も
の
で
、
 

今
年
で
三
回
目
に
な
り
ま
す
。
 

始
め
に
、
元
川
倉
小
学
校
教
諭

の
小
山
内
ト
シ
エ
さ
ん
（
見崎
町
）
 

が
 
「一
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
る

に
は
つ
ら
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
 

い
出
に
な
る
」
と
、
古
巣
で
う
れ

し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
児
童
は
祖
父
母
と
一

緒
に
輪
に
な
っ
て
「
け
ん
玉
」
「お

は
じ
き
」
 
「駒
ま
わ
し
」
な
ど
で

遊
び
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
ぜ
ひ
今
の
子
ど
も
た

ち
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
同
校

で
お
願
い
し
た
、
川
倉
在
住
の
白

川
章
一
さ
ん
と
其
田
豊
治
さ
ん
、
 

其
田
良
一
さ
ん
に
よ
る
町
の
歴
史

や
戦
争
の
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
時
、
中
国
満
州
で
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
、
食
べ
る
も
の
が
な
く
住

む
と
こ
ろ
も
な
い
。
敵
に
追
わ
れ

二
ど

一
一
日寝
な
い
で
逃
げ
た
話
し

や
、
捕
虜
に
な
り
三
百

g
の
パ
ン

で

一
日
を
過
ご
す
生
活
を
送
っ
た

こ
と
な
ど
を
語
リ
、
い
つ
し
か
涙

ぐ
み
な
が
ら
児
童
た
ち
に
 
「弱
い

も
の
を
助
け
、
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
 
と
話

し
、
児
童
た
ち
は
真
剣
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
 

昔
話
や
遊
び
、
教
科
書
で
し
か

学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
戦
争
の
「
」
 

と
を
聞
い
た
児
童
は
、
貴
重
な
体

験
を
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

稚
魚
を

放
流
 

九
月
1
一
日
、川
倉
小
学
校
（
校

長
廿
工
藤
俊
治
）
の
一
年
生
か
ら

三
年
生
の
児
童
二
十
四
人
が
、
芦

野
公
園
内
の
藤
枝
た
め
池
に
稚
魚

を
放
流
し
ま
し
た
。
 

稚
魚
の
放
流
は
、
藤
枝
内
水
面

漁
業
協
同
組
合

（
組
合長
廿
外
崎

明
）
が
内
水
面
振
興
対
策
事
業
の

一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
 

児
童
た
ち
は
、
バ
ケ
ツ
に
入
っ

た
と
も
に
体
長
十
ニ

m
、
体
重
十
 

g
の
ク
ロ
鯉
二
万
尾
と
フ
ナ
ニ
百

尾
を
、
そ
っ
と
池
に
放
流
し
ま
し
 

た
。
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鷺
薫
灘
中
村
 
逐轟
麟
 

鎌
操
繰
舞
「
 
校
内
奴
踊
り
大
会
よ

麓
 

馨
麟
馨
馨
 

ー

ョ
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→
と
り
に
か
）
い
c、
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馨m
 

九
月
二
＋
日
、嘉
瀬
小
学
校
（
校
 

嘉
瀬
小
学
校
で
は
、
県
無
形
文

長
廿
山
内
隆
）
で
第
六
回
校
内
奴
 
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
 
「奴
踊

踊
り
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
が
開
か
 
り
」
を
、
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
（
ゆ

れ
、
日
頃
の
練
習
し
た
成
果
を
競
 

と
り
の
時
間
）
と
し
て
体
育
の
授

い
ま
し
た
。
 

業
に
取
り
入
れ
、
先
人
か
ら
の
伝

統
を
継
承
し
よ
う
と
嘉
瀬
奴
踊
り

保
存
会

（
会
長井
鎌
田
孝
人
）
の

指
導
の
下
、
練
習
に
励
ん
で
き
ま

し
た
。
 

大
会
で
は
、
全
校
児
童
で
予
選

を
行
い
、
各
学
年
か
ら
三
人
選
ば

れ
十
八
人
で
準
決
勝
を
行
い
、
そ

の
中
の
十
人
で
決
勝
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

父
兄
や
決
勝
に
進
め
な
か
っ
た

全
校
児
童
が
見
守
る
中
で
始
ま
っ

た
決
勝
で
は
、
会
場
に
響
き
わ
た

る
掛
け
声
と
と
も
に
踊
る
十
人
の
、
 

一
糸
乱
れ
ぬ
手
足
の
動
き
に
、
観

衆
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

中
村
透
君

（
六年
）
、
準
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
封
馬
紗
梨
さ
ん
（
五年
）
 

と
田
中
萌
さ
ん

（
三年
）
が
選
ば
 

見
事
な
手
さ
ば
き
 

れ
ま
し
た
。
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話しに聞き入る児童たち 

(
 

(
 



川
倉
安
の
河
原
地

蔵
尊
の

山
門
 
昨

年
、
同
山
門

に
「
吟
」
形
の

に
、
 
「
呼
」
形
の
金
剛
力
士
像
が
 
金

剛
力
士
像
が
納

g
ら
れ
て
お
り
、
 

納
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
度
、
二
体
揃
っ
た
こ
と
で
開
 

口を開いた「阿」形 口を閉じた「叫」形 

息もぴったり「阿吟の呼吸」 

秋
の

全
国
交

通
 

安
全

運
動
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すみずみまできれいに作業するさわやかグループの皆さん 

花
壇
を
整
備
 

金
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会

（
会長
廿
成
田
亀
逸
）
と
、
 

さ
わ
や
か
グ

ル
ー
プ

（
会
長
廿
小

山
内
ト

シ
エ
）
で
こ
の
度
、
町
内

の
花
壇
の
草
取
り
な
ど
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
 

同
グ

ル
ー
プ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
し

て
春
に
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
を
展
開
し
、

そ
の
後

は
毎
月
一
回
、
芦
野
公
園

や
中
央
 
 眼

落
慶
の
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

川
倉
奏
の
河
原
講

中

（
代
表

廿

中
谷
正
）
で
は
、
山
門
が
完
成
し

た
こ
と
に
伴
い
、
講
中
に
入
っ
て

く
る
皆
さ
ん
の
悪
を
払
い
、

本
堂
 

（
伽
藍
）
を
守
り
、

地
蔵
尊
を
守

る
守
護
神
と
し

て
金
剛
力
士
像
を

青
森
市
の
彫
刻
家
小
西
正
揮

さ
ん

に
依
頼
し

て
い
た
も

の
で
、
四
年

半
の
歳
月
が
費
や
さ
れ
た
こ
の
像

は
、
直
径

一

m
五
十

m
の
く
す
の

き
材
を
二

つ
に
割
り
、
芯
を
と
っ

て
二
体
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
高

さ
が
二

m
三
十

m
、
 一
つ
は
ロ
を

開
き
、
も
う
一
方
は
口
を
閉
じ
て

い
る
迫
力
あ
る
立
派
な
像
で
す
。
 

公
民
館
前
な
ど

の
花
壇
の
手
入
れ

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
 

道
行
く
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
、
 

心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
「
花
」
で

す
が
、
陰
で
は
こ
う
い
う
人
た
ち

の
協
力
な
く
し

て
、
き
れ

い
な
公

園
や
花
が
見

れ
ま
せ
ん
。
 

作
業
を
見
掛
け
た
と
き

に
「
い

つ
も
ご
苦
労
様
で

す
」
 
と
、
 一
声

掛
け
る
こ
と
で
、
言
わ
れ
た
方
も
、
 

言
っ
た
方
も
「
す
が
す
が
し

い
気

持
ち
」
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
 

九
月
二
十

一
日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で
行
わ
れ
た
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
期
間
中

に
、
金
木
町
交

通
安
全
母
の
会

（
会長
ー
福
山
初

枝
）
会
員
約
五
百
名
が
各
地
区
に

分
散
し
、
 
「交
通
安
全
は
家
庭
か

ら
」
の
五

つ
の
誓
い
を
文
章
に
し

て
、
町
内
全
世
帯
（
約
三
千
九
百
）
 

を
対
象
に
家
庭
訪
間
を
す
る
レ
タ
 

ー
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

同
会
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
事
故
撲

滅
の
た
め
に
、
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
 
 黄

色

い
は
ん
て
ん
姿
で

一
刺
一
軒

回
り
な
が
ら
文
章
を
手
渡

し
て
い

ま
し
た
。
 

ま
た
町
立
第
三
保
育
所
母
の
会
 

（
会長
廿
阿
部
春
美

）
で
は
、
嘉

瀬
地
区
の
国
道
三
三
九
号
線
沿
い

で
児
童
と
と
も
に
、
道
石
く
ド
ラ

イ
バ
ー
に
 
「シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締

め
て
、
事
故
に
気
を

つ
け
て
下
さ

い
」
 
と
手作
り
の

マ
ス
コ
ツ
ト
人

形
を
配
布
し
な
が
ら
安
全
運
転
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
し

た
。
 

手紙を手渡す福山会長 

手作りマスコットで安全運転を呼び掛ける 



●ちらしずし（ 4 人分） 

材料 分量 作り方 

こ は ん 800g 	1.Bのにんじんはいちょうぎり、 

I 酢 40rn 	 たけのこは薄切リにし、他の 

A｛砂 糖大サジ1 具といため、Cで調味するn 

t 	塩 	小サジ 2/5 2,さやえんどうは筋を取り、茄 

Iひ 	じ き80 g 	 でてせん切リにする。 

，、 I 人 	参 1/2 	3，たまごは Dをよく溶いて混せ「 

I 竹 	の 子 60 g 	 合わせ、薄焼きにし、錦糸卵 

t桜 え び 12g 	 を作る。 

油 	小サジ2 4，ごはんを Aで調味し、すしめ 

d砂 	糖小サジ 1 	しをつくリ 1の具を混ぜ2. 

t醤 	油小サジ 2 	3 を散らす。 

2個 

「スキムミルク 40 g 

叫み リ ん大サジ2 

t 水 大サジ2 

油 	大サジ 1/2 

●メロンゼリー（ 8 -10人分） 

B 

さやえんどう 12枚 

I 	酢 

A t砂 塩 
 

「ひ じ 

H！人 

鷹 ？ 
tf女 え 

油 

．、I砂 

Ci岳 
さやえんどう

た 

の
、
え
 

作り方 

1，メロンは皮をむいて種を取りジュ 

ーサーにかけ落ちつかせたものを

使用する。 

2，ボールにイナアガーLと砂糖を入

れ混ぜたのに熱湯を入れ混ぜて型

に流し冷して食べる。 

●トマトゼリー（ 8 -10人分） 

材料 

メ ロ ン 液 

砂 	糖 

イナアガーL 

熱 	湯 

分量 

カップ 2 

60g 

20g 

カップ 2 
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凡喝準。2rco巨＆ cz 

今回は、植物性油

を使った、骨粗懸症

予防につながるメニ

ューです。どうぞお

試し下さい。 

金木町 

食生活改善推進員 

三沢市食生活改善推進員と交流会 

ー、 ●白身魚の笹蒸し（ 4 人分） 

材料 	分量 	作り方 

白 身魚 4切れ 	1,魚の薄切リを 4 枚用意しAをふリ 

舞 茸 40g 	 かけて15分～20分おく 

ベーコン 1枚 2,舞茸は水洗いし 4 等分しベーコン 

「 酒 大サジ1 	も 4つに切っておくh 

A｛ 塩 小サジ1/2 3.笹をきれいに洗って同じ大きさに 

tこしょう 少々 	 切っておく。 

澱 粉 大サジ4 4，魚に澱粉をまぶしベーコンで舞茸 

笹の葉 4 枚 	 を包むように丸めて魚で包んでか

レ モ ン 薄切リ4 枚 ら笹の葉にまた包み糸で縛り沸騰 

木綿糸 	 した蒸し器で10分～20分蒸す。 

5，さらに盛リレモンをそえる。 

●ふかひれの酢和え 

材料 分量 作り方 

ふかひれ b0Og 	L大根は皮をむき400 g をすリおろし、 

カニ風味 4 本 	 汁をしぼる。b0Ogは 5 ミリはば 3セ 

大 	根 500 g 	ンチの長さの薄切リにする。 

酢 大サジ2 2，カ二風味はほぐして材料調味料全部 

塩 小サジ 1/2 混ぜ合わせ少し寝かせてから小鉢に 

砂 糖 小サジ1 	こんもリと盛りつける。 

3.季節の青色を添えるとなおよい。 

●納豆とチーズのサモサ風（ 4 人分） 

株

個
宜
 

1
 
1
6適
 

菜
ト

油
 

r
 
マ
 

ダ
ー
 

'
hー
 
キ
I
 

ラ
 

ニ
 

サ
 
ミ
揚
 

て閉じる。 

4合わせ目を下にして中温の油でき 

つね色に揚げる。 

5，器にサラダ菜をしき 4 を盛リミニ 

トマトを添える。ソースはトマト 

ケッチャップ、中濃ソース、から

しじょうゆ、チリソースなど好み

のものをつける。 

納
チ
 

A
 

ー
、
 
に
 
キ
ね
 

ト

砂

イ
 

ト マ ト 液 

砂 	 糖 

イ ナアガー L 

酢 

バニラエッセンス 

水 

＊液と書きましたがそのまま

冷してジュースとして飲ん

でもよい。 

マ
 

分量 作り方 

カップ2 Lトマトはへタを取リ皮を湯む 

60 g 	きし種を取り鍋でやわらかく 

20 g 	なるまでかき混ぜながら煮る。 

小サジ 1 2，乾いた鍋に砂糖とイナアガー 

少々 	Lを入れ混ぜる。これに酢、 

カップ 2 水、バニラエッセンスを入れ

粉玉にならないようかき混ぜ

そのまま ながら火をつけ沸騰したら火

して飲ん を止めトマト液を入れ混ぜて

型に流し冷して食べる。 

材料 	 分量 作り方 	 熱 
納 	豆 150g 1，納豆とチーズは判lく刻む。 

チ 	ズ 60g 2,Aの具を粗みじん切りにしてよく 

「に 	ら 40 g 	水気を切る。しょうがはすリおろ 

A‘キ ャ ベ ツ 120g 	しておく。 	 WI 

tね ぎ20g 3,1と 2の具としょうがを丑十ぜ合わ 材料 

し ょ う が 少々 	せギョウザの皮でサモサ風に包む。 	ト 

ギョウザの皮 12枚 皮の合わせ目は水をしっかりつけ 砂 
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・
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人間の骨格 

クイズ： ( ）内に図の当ては
まる骨の番号を入れて下さい。 
A）腸 骨 	ちょうこつ（ ) 
B) 桃 骨 	とうこつ（ ) 
C)排 骨 	ひこつ（ ) 
D）恥 骨 
E）尺 骨 	しゃっこつ（ ) 
F) 腔 骨 	けいこつ（ ) 
G）鋤 骨 	じょこつ（ ) 

正解はこのページ下段 

人
間
の
体
に
あ
る
骨
は

お
お
よ

そ
ニ
百
個
と
さ
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基
本
的
に
体

の
支
柱
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目
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し
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。
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。
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年
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受
け
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い
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事
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明
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き
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し
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計
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で
あ
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く
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、
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で
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と
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の
で
、
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こ
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お
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友曾 

樹き 

元気に育ってほしい 
（父 	中谷克弥よリ） 

健やかに育ってほしい 
（父 	田村譲一よリ） 

か n 
,y・ c,，縄 

~’ン ノ ’、 ぜ’~ ,
 

け
 
』
 

 

菜な 

月I 

きよう 	や 

亨 弥 
姉妹、力を合わせて元気に育 
ってね 

（母 角田里美より） 

優しくおおらかな子に育って 
ほしい 

（母 小田桐美香よリ） 
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香
 

ゆ
 

か
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I 

ー、 
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く 	ノHこ 
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珠旨
璃‘J 
亜あ 

ー一 	 ・ーー 

思いやりのある子に育ってほ 
しい 

（父 奈良岡邦康より） 

明るく活発な子に育ってほし 
し、 

（母 川村真澄より） 
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あなたの善意ありがとうございました 
（敬称略） 

▼社会福祉協議会へ 

●匿 名 福祉のために 	10,000円 

●金木南中学校 J RC委貝会 

文化祭チャリティーバザー収益金 

20,000円 

●小田川城馬力大会（大会長一三上誠三） 

馬力大会の収益金の一部 	30,000円 

9 月末現在 	前年同月比 

男 5,887人 	△ 57人 

女 6,480人 	△ 68人 

計 12,367人 	△ 125人 

世帯数 3,936 	 19 
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